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【課題の概要】 

 本研究では爆発的元素合成過程に関与する短寿命原子核の質

量を、多重反射型飛行時間測定式質量測定法により精密に測定

することを目指している。さらに、不安定原子核の寿命及びβ

崩壊を測定することを目的としている。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 重元素は中性子星合体や超新星爆発などの爆発的天体現象を

通して作られたと考えられている。この重元素合成過程を詳細

に理解するには、陽子あるいは中性子が過剰な寿命の短い原子

核の超精密質量計測、寿命及び β 崩壊分岐比測定が重要とな

る。本研究において、これらの計測と理論的計算を組み合わせ

ることで、どのようにして重元素が作られたかを詳細に理解す

ることが可能になると期待される。 

 


